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後列左から　植島さん、辻さん、浦野さん、西浦さん、中井さん
前列左から　米田さん、中野さん、岡本さん、赤井さん、松本さん、中西さん

▲受賞・入選した明日香小学校・聖徳中学校の皆さん

▲「戸締まり用心、火の用心♪」▲閉会式では参加賞と記念品を贈呈

　昨年秋に行われた日本学生科学賞奈良県審査で、聖徳中学校郷土自然部２年生の赤井悠治さん、
岡本悠佑さん、西川裕士さんの研究「農薬の使用・不使用により田んぼの害虫や天敵がどのように
影響を受けるかの調査」が、最優秀賞（奈良県教育委員会賞）に選ばれました。
　この研究は国営飛鳥歴史公園にある無農薬栽培の水田と、農薬を使用する一般の水田とで生息す
る生物の種類がどれくらい違うのかを明らかにしました。何度も足を運び、おびただしい数の昆虫
の個体数を数えて説得力のあるレポートを仕上げたことが評価されました。
　このほか、中学校で４点、明日香小学校で２点も入選しました。今後の発展が期待されます。

聖徳中学校郷土自然部　
学生科学賞奈良県審査で最優秀賞11/21

　『全国春季火災予防運動～火を消して　不安を消して　つなぐ未来～』にあわせて、地域の防火
意識の高揚と、幼年消防クラブの園児たちに「火の大切さや恐ろしさ」を学んでもらうための防火
パレードが行われました。
　石舞台駐車場から飛鳥寺までの間、園児達の元気な声が響き渡っていました。
【参加団体】
　明日香保育園
　たかとり保育園
　高市消防署
　明日香村消防団
　高市防火協会

幼年消防クラブ防火パレード3/1
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▲スパイスカレー２種盛

▲全国から５名が選ばれました

　村内の観光・商工の活性化と、村内で独立・創業を目指す事
業者支援を目的にオープンしたチャレンジショップ「ＡＳＵＣ
ＯＭＥ（あすかむ）」は、今年で１１年目を迎え、すでに複数
の事業者がチャレンジ期間を終え、村内で活躍しています。
　第９期生として、３月に飲食１店舗が新たにオープンしまし
た。
　新しくなった「ＡＳＵＣＯＭＥ」に、ぜひお越しください。

■３月１９日オープン！『飛鳥spiceポッポ』
　日本では万葉の時代に奈良へ渡ってきたのが
発祥とされるスパイス。その魅力を、明日香村
から広めたいという思いのもと開店しました。
　提供する料理は、スパイスカレーや米粉を
使ったホットサンドなどです。明日香村産の食
材とスパイスを使った体に優しい料理で、地元
の方や観光客にも、身体も心も温まっていただ
けるお店です。

■ＡＳＵＣＯＭＥ（あすかむ）
【住所】明日香村岡４１０
　　　（県立万葉文化館の無料駐車場を利用可）

【問い合わせ】
　観光農林推進課
　☎５４－９０２０
　　http://asucome.asukamura.jp

チャレンジショップ「ＡＳＵＣＯＭＥ」
新たに飲食１店舗オープン！3/19

　国民健康保険診療所管理者の武田以知郎氏が、第１２回「日
本医師会　赤ひげ大賞」を受賞されました。
　この賞は、地域の実情に応じて創意工夫をこらし、住民へ
の熱い思いをもって地道に医療活動を続ける医師を顕彰する
ものです。
　今後もさらなるご活躍を祈念いたします。

武田先生受賞コメント
　この賞は毎年長らく地域医療に貢献してきた医師を表彰するもので、
映画や小説の「赤ひげ」に由来しています。東京での表彰式では、秋篠
宮ご夫妻からねぎらいのお言葉を頂くなど貴重な体験をさせていただ
きました。これも地域の皆さんと地元の医師会のおかげと感謝申し上
げます。
　明日香村の診療所に赴任してまだ１５年程度ですが、へき地医療で
の経験を活かし、安心して頼れる診療所を目指していきます。そして
今後、明日香村とともに医療・介護の拠点づくりを進めていきたいと
考えています。
　これからもみなさんと一緒に住んでてよかったと思える明日香村に
していきましょう。

第12回　「日本医師会　赤ひげ大賞」3/1
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▲２００名のご参加をいただきました

▲左から大田皇女・斉明天皇・間人皇女
　（調度品を背景に）

　明日香村中央公民館で牽牛子塚古墳国史跡指定１００周年を記念したイベントを実施しました。
当日は１３０名の方々にご来場いただきました。

◯開会挨拶：森川村長
◯「飛鳥を演出した女たち」：瀧浪貞子氏（京都女子大学名誉教授）
◯牽牛子塚古墳・越塚御門古墳特別解説映像「三皇女物語」上映
◯三皇女紹介：斉明天皇（梅田千絵さん・関西芸術座）、間人皇女（吉田真由さん・関西芸術座）
　大田皇女（山下あかりさん・ＭＣ企画）
　三皇女を熱演いただいた３名が古代衣裳で登場し、会場を沸かせました。
　�「難しい役柄でしたが、自然と感情移入ができて高貴
な役柄を演じさせていただいて幸せでした」と語られ
ていました。
◯鼎談（瀧浪氏、森川村長、文化財課長補佐西光慎治）
　�好きな女帝や飛鳥時代の家族愛・夫婦愛について話題
に上がりました。
◯閉会挨拶：田中教育長
◯三皇女との記念撮影会
　�参加者の皆さんは楽しそうにシャッターを切りなが
ら、飛鳥時代に想いを馳せておられました。

牽牛子塚古墳国史跡指定１００周年記念イベント2/25

　エル・おおさか（大阪市）で第２７回明日香村まるご
と博物館フォーラムを開催しました。
　今年は首都圏ではなく関西での開催となり、「キトラ
古墳壁画発見４０周年記念～未来へつなぐキトラ～」と
題して明日香村と読売新聞社の主催で実施しました。

◯主催者代表挨拶：森川村長
◯「キトラ古墳の壁画について」：
　　　　　　　　　　来村多加史氏（阪南大学教授）
　中国の壁画古墳の影響や絵師集団などについて講演されました。
◯「キトラ古墳の保存と活用」：建石徹氏（東京文化財研究所保存科学センター長）
　�高松塚古墳の壁画の保存と修復に携わるエキスパートとして、石室解体時の様子や海外での壁画
の事例などについて紹介されました。
◯パネルディスカッション「未来へつなぐキトラ」：来村氏、建石氏、関口和哉氏（読売新聞橿原支局長）
　�キトラ古墳や高松塚古墳の壁画が描かれた背景や被葬者像など活発な意見交換がなされ、白熱し
た議論に多くの方々が耳を傾けておられました。

第２７回　明日香村まるごと博物館フォーラム2/23
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秋のおもちゃランド ▲ミニ運動会

▲絵あわせカードで遊ぶ園児

明日香村の発展・自治振興にご尽力いただきます。（敬称略）

会　長
副会長
〃

石井　宏侒�
島田　隆昌
植田　浩吉

（橘）
（飛鳥）
（檜前緑ヶ丘）

会　　計
会計監査
〃

中井　定己
前田　憲一
森井　由雄

（岡）
（小山）
（真弓）

大　字 氏　名 大　字 氏　名 大　字 氏　名
御　園 森岡　保晃 地ノ窪 窪　義明 橘 石井　宏侒
檜　前 中野　宏純 岡 中井　定己 立　部 脇田　源信

檜前緑ヶ丘 植田　浩吉 島　庄 西岡　忠幸 野　口 田中　修司
檜前緑台 北峯　弘之 上　居 内田　善八 川　原 田中　進介

檜前いおり野 藤本　　知 細　川 西本　彰夫 飛　鳥 島田　隆昌
阿部山 山本　隆文 上 福田　雅一 豊　浦 北村　昌文
大根田 岡田　力俊 尾　曽 柳谷　信子 雷 小山　　登
栗　原 原　　　実 冬　野 石田　順治 小　山 前田　憲一
上平田 杉本　雅俊 畑 山尾　佳輝 奥　山 脇田　泰久
中平田 河合　淳伍 入　谷 水本　勇一 八　釣 吉川磨佐弘
下平田 石田　賴正 栢　森 尾㟢　久敏 東　山 山口　文男
南平田 髙松　秀憲 稲　渕 小倉　正美 小　原 上田　能宏
越 阪本　　繁 阪　田 川　忠宏
真　弓 森井　由雄 祝　戸 田中　秀夫

令和６年　総代会役員が決まりました2/22

〈幼稚園と小学校・中学校の交流〉
　幼稚園では、小学生や中学生にあこがれや親しみを感じ、様々な人とのかかわりを通じて
豊かな人間性を育むため、子ども同士の交流を続けています。
　交流により、教育への円滑な移行を図ることや学校園の相互理解にもつながっています。

＜小学校１年生との交流＞（年長５歳児・６月、１２月）
小学校へのあこがれや期待感につなげよう
と、交流を行っています。
　リレーや玉入れなどのミニ運動会をした
り、１年生が作った「秋のおもちゃラン
ド」に招待してもらったりして、一緒に遊
びを楽しみました。

＜中学校３年生との交流＞（全園児・１２月）
　中学生と一緒に体操をしたり縄跳びをしたりして遊んだ後、各学年
に分かれて中学生が作ってくれたおもちゃ（右写真）で遊びました。
姿勢を低くしながら、優しく遊んでくれる中学生に自然と緊張もほぐ
れて、楽しいひとときを過ごすことができました。

TOPICS
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誰
も
が
知
っ
て
い
る
『
竹
取
物
語
』。

竹
の
中
に
い
た
身
長
わ
ず
か
三
寸
（
約

９
セ
ン
チ
ほ
ど
）
の
か
ぐ
や
姫
が
わ
ず

か
３
か
月
で
成
人
し
、
そ
の
美
し
さ
か

ら
５
人
の
貴
公
子
や
帝
か
ら
の
い
ろ
い

ろ
な
求
め
に
も
応
じ
ず
に
最
後
は
月
の

都
へ
帰
っ
て
い
く
お
話
で
す
。
物
語
の

設
定
や
人
ば
な
れ
し
た
か
ぐ
や
姫
に
は

様
々
な
解
釈
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
物
語
が
で
き
た
の
は
、
９
世
紀
後
半

か
ら
10
世
紀
前
半
頃
と
さ
れ
、
平
安
時

代
に
あ
た
り
ま
す
。
作
者
は
、『
源
氏
物

語
』
に
は
紀
貫
之
の
手
に
よ
る
も
の
だ

と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当
の
と
こ

ろ
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

可
能
な
品
を
持
っ
て
来
る
こ
と
を
条
件

に
求
婚
を
受
け
入
れ
ま
す
。

石
作
皇
子

仏
の
御
石
の
鉢

車
持
皇
子

蓬
莱
の
玉
の
枝

阿
倍
御
主
人

火ひ

鼠ね
ず
み

の
皮
衣

大
伴
御
行

龍
の
首
の
珠

石
上
麿
足

燕
の
子
安
貝

　

か
ぐ
や
姫
は
そ
も
そ
も
実
在
す
る
の

か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
品
を
条
件
に
し

て
い
る
の
で
す
。
当
然
、
５
人
は
こ
の

無
理
難
題
に
は
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
力

の
あ
る
人
物
で
も
手
に
入
れ
ら
れ
な
い

も
の
が
あ
る
、
そ
こ
に
は
作
者
か
ら
権

力
者
へ
の
強
い
反
感
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

実
は
こ
の
５
人
に
は
実
在
し
た
モ
デ

ル
が
い
ま
す
。
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
石

作
皇
子
は
多た

治じ

比ひ
の

真ま

人ひ
と

嶋し
ま

、
車
持
皇
子

は
藤ふ

じ

原わ
ら
の

不ふ

比ひ

等と

と
推
定
さ
れ
て
い
て
、

他
の
３
人
は
、
そ
の
ま
ま
の
名
前
で
実

在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
石

上
麿
足
は
石い

そ
の

上か
み
の

麻ま

呂ろ

。）

　

こ
の
モ
デ
ル
の
５
人
は
、
６
７
２
年

に
起
き
た
壬
申
の
乱
以
降
、『
日
本
書
紀
』

に
登
場
す
る
実
在
の
人
物
で
す
。
多
治

比
真
人
嶋
は
、
宣せ

ん

化か

天
皇
か
ら
四
代
目

の
孫
、
藤
原
不
比
等
は
、
後
の
奈
良
時

代
以
降
に
繁
栄
を
極
め
た
藤
原
氏
の
礎

を
築
い
た
人
物
で
す
。
阿
倍
御
主
人
と

大
伴
御
行
は
、
大
海
人
皇
子
側
に
つ
い

た
壬
申
の
乱
の
功
臣
で
し
た
。
石
上
麻

呂
は
、
壬
申
の
乱
に
お
い
て
反
乱
側
の

大
友
皇
子
に
つ
き
ま
し
た
が
、
罪
を
許

さ
れ
、
政
権
の
重
臣
と
な
っ
て
後
に
高

位
を
得
た
人
物
で
す
。
多
治
比
真
人
嶋

や
阿
倍
御
主
人
、
大
伴
御
行
の
３
人
は
、

キ
ト
ラ
・
高
松
塚
古
墳
の
被
葬
者
候
補

に
名
前
を
連
ね
る
ほ
ど
位
の
高
い
人
物

で
し
た
。

　

飛
鳥
時
代
後
半
に
大
活
躍
し
た
５
人

の
実
在
人
物
が
、
時
を
越
え
た
平
安
時

代
で
は
失
敗
だ
ら
け
の
貴
公
子
に
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。『
竹
取
物
語
』
を
読

む
と
、
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
の
根
底

に
は
、
飛
鳥
時
代
後
半
に
起
き
た
政
変

後
の
力
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
飛
鳥
時
代

が
後
に
繁
栄
す
る
古
代
社
会
の
基
底
と

な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

（
明
日
香
村
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

　

こ
の
『
竹
取
物
語
』
の
な
か
で
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
が
５
人
の
貴
公
子
に
よ
る
か

ぐ
や
姫
へ
の
求
婚
話
で
す
。
５
人
の
貴

公
子
は
か
ぐ
や
姫
に
よ
る
結
婚
条
件
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
全
員
フ
ラ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は

病
に
か
か
っ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。あ
ま
り
に
も
残
念
な
結
果
と
な
っ

た
５
人
の
貴
公
子
た
ち
で
す
が
、
彼
ら

は
い
ず
れ
も
地
位
も
名
誉
も
高
い
貴
族

の
出
身
で
す
。
彼
ら
５
人
は
、
皇
族
で

あ
る
石い

し
つ

作く
り
の

皇み

子こ

と
車く

る
ま

持も
ち
の

皇み

子こ

、
右
大
臣

の
阿あ

倍べ
の

御み

主む
ら

人じ

、
大
納
言
の
大お

お

伴と
も
の

御み

行ゆ
き

、

中
納
言
の
石い

そ
の

上か
み
の

麿ま
ろ

足た
り

で
す
。
か
ぐ
や
姫

は
彼
ら
に
対
し
、
表
の
よ
う
な
入
手
不

「
壬
申
の
乱
」
か
ら
『
竹
取
物
語
』
へ

「
壬
申
の
乱
」
か
ら
『
竹
取
物
語
』
へ

　
壬
申
の
乱
で
活
躍
し
た
飛
鳥
時
代
の
貴
人
た
ち
が
、
時
を
越
え
て

『
竹
取
物
語
』
に
登
場
し
ま
す
。

シリーズ
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世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

　

こ
れ
ま
で
の
世
界
遺
産
講
座
で
は
、

世
界
遺
産
の
制
度
や
抱
え
る
課
題
な
ど

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
頻
繁
に
目
や
耳
に
す
る
「
世
界
遺

産
」
と
い
う
言
葉
に
少
し
は
馴
染
み
が

出
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
そ
も

そ
も
な
ぜ
世
界
遺
産
を
目
指
す
の
か
と

い
う
疑
問
も
出
て
く
る
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。
今
回
は
各
国
、
各
地
域
が
な
ぜ

世
界
遺
産
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る
か
、

そ
の
一
般
的
な
目
的
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

世
界
遺
産
の
登
録
を
目
指
す
理
由
と

し
て
、
主
に
３
つ
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

ず
一
つ
目
が
次
世
代
へ
の
継
承
で
す
。

世
界
遺
産
に
は
悠
久
の
歴
史
や
悠
大
な

自
然
を
守
り
伝
え
て
き
た
と
い
う
事
実

が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
過
去
を

生
き
た
人
類
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た

も
の
も
あ
り
、
近
年
に
な
っ
て
そ
れ
を

法
律
な
ど
に
よ
る
法
的
な
保
護
措
置
に

よ
っ
て
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
界
遺
産
に
対
し
て
開

発
の
危
険
が
及
ば
な
く
な
り
、
未
来
へ

適
切
に
人
類
の
宝
を
守
り
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
界

遺
産
と
い
う
制
度
の
当
初
の
目
的
で
あ

る
と
と
も
に
、
最
も
重
要
な
目
的
で
も

あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
の

醸
成
で
す
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

と
、
必
ず
世
界
各
国
か
ら
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
載
っ
て

い
な
か
っ
た
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
新
た
な
旅
行
商

品
が
造
成
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
地
域
の
存
在
を
知
ら

な
い
人
に
も
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
注

目
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
と
、
必
然
的
に

そ
の
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
が
醸
成
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
遺
産
が
あ
る
地
域
に
住
む
こ
と
が

で
き
る
の
は
全
世
界
で
も
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
人
た
ち
だ
け
で
す
。
世
界
遺
産
の

登
録
を
契
機
に
自
ら
の
地
域
に
関
心
を

持
つ
人
も
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
よ
り
、
地
域
内
で
の
活
動
が
活
発

化
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
地
域
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
各
国
、
各
地
域
は

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
で
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
世
界
各
国

か
ら
の
注
目
度
は
急
上
昇
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
観
光
客
が
増

加
す
る
と
観
光
消
費
額
も
増
加
し
ま
す
。

た
だ
し
、
観
光
客
数
が
増
加
す
る
だ
け

で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
起
こ

り
、観
光
客
自
身
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
た
ま
る
と
と
も
に
、
地
域
に
も
悪

影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
受
入

れ
側
と
な
る
地
域
で
は
世
界
遺
産
や
地

域
の
環
境
を
守
る
取
り
組
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
経
済
が
活
性

化
す
る
た
め
に
必
要
な
消
費
を
促
す
必

要
も
あ
り
ま
す
。
実
際
に
中
国
の
あ
る

世
界
遺
産
で
は
、世
界
遺
産
登
録
に
よ
っ

て
観
光
地
化
が
進
み
、
重
要
な
構
成
資

産
の
一
つ
で
あ
っ
た
水
路
が
汚
染
さ
れ

た
り
、
騒
音
が
酷
く
な
る
な
ど
し
、
従

来
か
ら
住
み
続
け
て
い
た
住
民
が
転
出

し
、
代
わ
り
に
観
光
事
業
者
が
転
入
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
良
好
な
景

観
を
創
出
し
て
い
る
建
物
の
内
装
や
利

用
方
法
が
現
代
化
し
、
伝
統
工
法
で
構

成
さ
れ
て
い
る
建
物
の
本
質
的
価
値
が

失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
事
態
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
観
光
客
数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
、
地

域
住
民
を
支
え
る
積
極
的
な
消
費
を
促

す
仕
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
世
界
遺
産
は
増
加
し
ま
す
が
、

各
国
、
各
地
域
は
登
録
後
も
視
野
に
入

れ
た
取
り
組
み
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
に
よ
り
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ
る
新
た
な
課

題
は
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
地
域
を

さ
ら
に
活
性
化
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
世
界
遺
産
の
登

録
を
目
指
す
目
的
を
紹
介
し
て
き
ま
し

た
。
世
界
遺
産
と
普
段
の
生
活
が
全
く

関
係
な
い
よ
う
に
思
う
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
実
は
か
な
り
関
わ
り
が
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。
日
本
に
も
現
在
25
の
世
界
遺
産
が

あ
り
ま
す
。
世
界
遺
産
を
訪
れ
る
際
は
、

登
録
に
よ
っ
て
地
域
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
か
を
観
察
し
た
り
、
今
後
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
か
を
見
守
る
こ
と
に

よ
り
、
違
っ
た
見
え
方
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。（

明
日
香
村
総
合
政
策
課
）

な
ぜ
世
界
遺
産
を
目
指
す
の
か

な
ぜ
世
界
遺
産
を
目
指
す
の
か

第
22
講

　
世
界
遺
産
講
座
第
22
講
で
は
、
世
界
各
国
が
な
ぜ
世
界
遺
産
を
目

指
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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・
薬
草
を
摘
み
来
て
服
用
し
て
お
り
ぬ
症
状
防
ぐ
思
い
湧わ

き
つ
つ

	

森
本　

博
文

・
今
世
に
は
お
会
い
出
来
な
き
先
生
も
今
日
夢
の
中
吾
家
に
来
ら
れ
し

	

西
村　

道
子

・
霜
月
に
気
高
く
咲
け
る
皇
帝
ダ
リ
ア
吾あ

も
そ
の
よ
う
に
凜
と
あ
り
た
し

	

森
田　

幸
子

・
霜
厚
き
す
す
き
か
ぶ
れ
り
白
帽
子
明
日
香
の
里
は
ひ
と
ひ
静
寂

	

吉
田　

清
子

・
体
調
を
崩
し
癒
ゆ
れ
ば
春
立
ち
て
庭
の
万
両
赤
あ
か
と
照
る

	

脇
田　

智
子

・
居
住
ま
い
を
糺た
だ

し
咲
き
初
む
侘わ
び

助す
け

の
二
り
ん
ば
か
り
に
呼
び
と
め
ら
れ
て

	

奥　

ま
さ
み

・
初
日
の
出
犬
の
散
歩
を
思
い
出
す
雪
道
か
き
分
け
白
銀
の
丘

	

森
本　

武
志

・
迎
春
の
わ
が
老
い
さ
び
し
蠟
梅
の
透
け
し
花
び
ら
優
し
い
か
お
り

	

藤
川　

幹
代

・「
落
と
さ
へ
ん
」
大
口
叩
き
ピ
ア
ス
無
い
金
剛
お
ろ
し
の
刈
田
を
探
す

	

森
本　

千
鶴
子

・
わ
あ
ヤ
ッ
タ
ー
大
谷
選
手
の
グ
ロ
ー
ブ
に
輝
け
る
頬
未
来
明
る
し

	

井
本　

智
子

・
真
っ
新
な
ペ
ー
ジ
に
記
す
「
頑
張
る
ぞ
」
少
し
厚
め
の
十
年
日
記

	

豊
田　

絹
代

・
甘
樫
の
く
ぬ
ぎ
葉
散
り
て
枯
れ
葉
道
ふ
わ
ふ
わ
サ
ク
サ
ク
昼
の
麗
し

	

山
本　
　

修

・
蜜
柑
つ
み
お
え
帰
り
ゆ
く
金
剛
に
夕
日
の
沈
む
お
疲
れ
さ
ま
と

	

松
本　

義
夫

・
茅
刈
り
て
あ
か
ぎ
れ
指
の
父
偲
ぶ
夕
日
に
映
え
る
茅
の
こ
え
し
て

	

尾
関　

常
子

・
骨
納
め
お
骨
を
抱
け
ば
カ
ラ
カ
ラ
と
別
れ
を
惜
し
む
夫
の
さ
さ
や
き

	

上
中　

幾
代

・
久
々
の
同
期
の
友
の
年
賀
状
記
憶
一
気
に
青
春
時
代
へ

	

脇
本　

雅
子

・
空
高
く
龍
眼
も
ち
て
舞
い
昇
れ
明
日
香
の
空
は
世
界
の
仲
間

	

勝
川　

京
子

・
し
ん
と
し
て
冷
気
を
ま
と
う
檜ひ
の

前く
ま

の
杜
の
も
ち
の
木
春
告
げ
る
赤

	

友
田　

昌
子

・
吉
野
線
最
後
尾
車
両
単
線
乃
直
線
曲
線
我
人
生
也

	

田
中　

祥
子

・
朝
霜
に
咲
く
水
仙
よ
何
思
ふ
阪
神
震
災
二
十
九
年
経
つ

	

米
田　

郁
夫

・
自
ら
に
由よ

つ
て
生
き
ん
と
願
ふ
時
ア
ラ
ー
ム
ひ
び
く
能
登
地
震
と
ぞ

	

米
田　

靖
子

第５０回飛鳥史学文学講座ーやまと・あすか・まほろば塾ー

【場　所】明日香村中央公民館

講 開　講　日 所　　属 講師（敬称略） 演　　題

第１講 ４月１４日（日） 関西大学名誉教授 米田　文孝
蘇我氏四代の野望と挫折

－墳墓に反映された
飛鳥時代前期の権力抗争－

第２講 ５月１２日（日） 関西大学文学部教授 乾　善彦 古代人と文字
―漢字への憧憬と畏怖―

特別講
６月　９日（日）

明日香村教育委員会
文化財課課長補佐・
関西大学非常勤講師

西光　慎治 飛鳥の仏たち川原寺と川原寺裏山遺跡
－川原寺裏山遺跡発掘50周年－

第３講 作家・関西大学客員教授 玉岡　かおる 皇王のしるし・神剣の系譜

第４講 ７月１４日（日） 関西大学非常勤講師 今尾　文昭 「祖」の伝承・成立と古墳
－ウジ系譜に考古学で挑む－

第５講 ８月　４日（日） 関西大学文学部教授 井上　主税 渡来人とかかわる考古資料から
蘇我氏を考える

第６講 ９月　８日（日）関西大学副学長・文学部教授 藤田　髙夫 「木」から「紙」へ
－古代漢字文化の諸相（四）－

第７講 １０月１３日（日） 関西大学文学部教授 長谷　洋一 『国華余芳』の世界
－お雇い外国人が見た正倉院宝物－

第８講 １１月１０日（日） 関西大学文学部教授 西本　昌弘 難波地域の古代史
－高津宮・堀江・難波津・大郡－

第９講 １２月　８日（日） 関西大学客員教授 徳田　誠志
｢近つ飛鳥 ｣と ｢遠つ飛鳥 ｣の陵墓
－ ｢古墳 ｣の終焉と

｢日本 ｣の始まり・第２章－

第１０講 １月１９日（日） 関西大学文学部教授 村田　右富実 歌から見る持統朝
－石見相聞歌－

特別講
２月　９日（日）

天王寺楽所雅亮会理事長・
（一社）雅楽協会代表理事・
関西大学前客員教授
関西大学非常勤講師

小野　真龍 明治期の天王寺楽所の変動
－雅亮会への天王寺舞楽の継承－

第１１講 明日香村村長・
関西大学客員教授 森川　裕一 「飛鳥・藤原」の世界遺産登録

－石の都、水の都飛鳥京現る－

第１２講 ３月　２日（日） 関西大学文学部教授 黒田　一充 御田植祭りの人形

短
歌
短
歌

シリーズ
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公民館主催講座のご案内
☆飛鳥史学文学講座
【日時】４月１４日（日）１３時から
【場所】明日香村中央公民館　１階　ホール　
【講師】関西大学名誉教授　米田　文孝　氏
【内容】�蘇我氏四代の野望と挫折－墳墓に反映された

飛鳥時代前期の権力抗争－
　※�明日香村在住の方、関西大学学生、本講座に興味
のある中高生は受講料無料です。

　　�明日香村の皆様のご受講を、心からお待ちしてい
ます。

【問い合わせ】関西大学教育後援会
　　　　　　　☎０６–６３６８–００５５

〈匠講座〉
・陶芸講座
　【回　数】年６回（日曜日）
　初　回：６月２日（日）９時～１０時３０分
　２回目以降：�６月１６日、７月７日、７月２１日、

９月８日、９月１５日
　【場　所】（初回）明日香村中央公民館
　　　　　　（２回目以降）講師の工房
　【教材費】５，０００円程度
　　　　　　※多少前後することがあります。
　【定　員】１５名
　【講　師】脇田宗孝先生
　【締　切】４月２６日（金）
　【受講資格】�村内在住・在勤、村で活動する団体の

方、公民館クラブ員の方

〈英会話講座〉
　やさしい日常会話から言語や文化に対する理解を深
め、実践的なコミュニケーション能力を身につけ、英
語の楽しさを体感しませんか？
　【対象】初級　英会話未経験者
　　　　　中級　経験者
　【回数】年間１４回程度（水曜日１４時～１５時３０分予定）
　【初級】
　�５月１５日、６月５日、６月１９日、７月３日、
　９月１８日、１０月２日、１０月１６日、
　１１月６日、１１月２０日、１２月４日、
　１月２２日、２月５日、２月１９日、３月５日

　【中級】
　�５月２２日、６月１２日、６月２６日、
　９月２５日、１０月９日、１０月２３日、
　１１月１３日、１１月２７日、１２月１１日、
　１月１５日、１月２９日、２月１２日、
　２月２６日、３月１２日
　【場　所】明日香村中央公民館　２階　研修室１
　【教材費】無料
　【講　師】パケッテ・ルーク・アンドレ　先生
　【定　員】１４名
　【締切日】４月２６日（金）※先着順
　※都合により、日程が変更になる場合があります。
　※�受講資格　村内在住・在勤、村で活動する団体の
方、公民館クラブ員の方

〈手話講座〉
　喜怒哀楽表現を中心に、明日香村のおもてなしに役
立つ手話を学べます。
　受講生の皆様が手話でコミュニケーションをとれる
ことを目標に進行します。
　受講資格：村内在住の方、村で活動する中高生以上
の方
　【回　数】�全２３回（木曜日２０時～）
　※都合により、日程が変更になる場合があります。
　４月２５日、５月９日、５月２３日、６月１３日、
　６月２７日、７月１１日、７月２５日、８月８日、
　８月２２日、９月１２日、９月２６日、
　１０月１０日、１０月２４日、１１月１４日、
　１１月２８日、１２月５日、１２月１９日、
　１月１６日、１月３０日、２月１３日、
　２月２７日、３月１３日、３月２７日
　【場　所】明日香村中央公民館　２階　研修室１
　【教材費】１，６５０円
　【定　員】１５名　※先着順
　【講　師】上村　文洋　氏
　【締切日】４月２２日（月）

■各講座申し込み
　公民館主催講座申込書に必要事項をご記入いただ
き、教育課窓口まで持参してください。
【問い合わせ】教育課　☎５４–３６３７

公民館主催講座申込書

申込講座名
陶芸講座��・��英会話講座（初級）��・��英会話講座（中級）��・��手話講座

※〇をお付けください。

住 　 　 所
〒　　　-

電 話 番 号

ふ り が な

氏 名 年齢（　　　　　）
開講案内等の連絡に利用させていただきますので、書き間違い等ないようご注意ください。

公民館からのお知らせ 問い合わせ：明日香村教育委員会事務局　教育課　☎５４ｰ３６３７

公民館だより
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歌碑は「史跡　飛鳥稲淵宮殿跡」の広場の奥
まった場所にさりげなく建立されています。こ
の遺跡は昭和５２年に発見。掘立柱の建物４棟
がコの字型に並んでいたことが判明しました。
中大兄皇子が難波長柄豊埼宮から飛鳥に戻り一
時期営んだという河辺行宮説もあります。七瀬
の淀は地名ではなく、明日香川の多くの瀬の淀
みのことで、そこに住んでいる水鳥たちも分別
があるからこそ、波を立てずに静かにしている
のであろう…と水鳥の光景を見ながら、噂好き

の人々の世間にあって、恋する二人はそれぞれに戒めようと思ったのかもしれません。
犬養孝先生の揮毫碑で、広報３月号にご紹介した通り、２碑が同日に除幕されました。

● 明日香村の万葉歌碑を歩く37

＜営業時間＞
１０時～

最終受付　１９時３０分
閉　　館　２０時　　　

太子の湯 月 火 水 木 金 土 日さらら 大海人
女 男 1 2 3 4 5 6 7

男 女 8 9 10 11 12 13 14

女 男 15 16 17 18 19 20 21

男 女 22 23 24 25 26 27 28

女 男 29 30
休館日：■■

あすかゆったり

イベントカレンダー

●健康マージャン教室
　毎月第１・３水曜日　９時～正午
　全く知らない方でも講師がゆっくりと
分かりやすく解説してくれますので安心
です。

●楽しょ教室
　毎月第１・３水曜日　９時～正午
　うまく書くのではなく想像し楽しみな
がら創り上げていく脳トレ書道です。

●定期更新／新規受付
　４月２６日（金）～４月２９日（月・祝）　　
　村民高齢者３，０００円 /村民大人５，０００円　
　村外高齢者３，３００円 /村民大人５，５００円

●�ほぐし屋　楽楽
　施術可能日は、ほぐし屋楽楽掲示板およびセンター受
付までお尋ねください。

　入れ墨・タトゥーのある方、泥酔の方のご入浴は固く
お断りします。

明日香村健康福祉センターたちばな
明日香村大字立部７４５番地　☎５４ｰ５３３０

＊女湯限定白湯＊
●４月７日（日）　たんぽぽの湯　
　血行が促進されますので、冷え症や肩こりといった症
状の和らぎが期待できます。
　また、美肌効果があります。

＊女湯限定白湯＊
●４月２１日（日）　ゆずの湯
　肌にやさしい香り豊かな薬湯じっくり身
体を温め、痛みをやわらげます。

営業時間が変わります（１０時〜２０時）

万葉だより・太子の湯

広報あすか 10

万
葉
だ
よ
り

太
子
の
湯



月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

　家庭での育児不安や悩みなど、幅広い相談をすることができます。
・保育園の園庭を開放しています。
・一時預かりを行っています。
・保育士による子育て相談や季節のあそび（アミィクラブ）

【日時】月～金　１０時～１６時

【場所】明日香保育園

　　　　（明日香村大字飛鳥４６９番地）

【問い合わせ】☎５４–４１８３

【問い合わせ】明日香村子育て世代包括支援センター（明日香村大字橘２１番地）　☎５４–５５５０

みらいっ子ルーム
【時　間】月～金　９時～１６時
※各教室の開催時間は１０時から１１時３０分です。
【場　所】明日香幼稚園内　☎５４ｰ５００１

･･･ マコリエ（０～３歳児対象　自由参加）

･･･ らっこ教室（登録された０・１歳児対象）

･･･ くまさんといっしょくらぶ
　　（登録された２・３歳児対象）

･･･ みらいっ子ルーム開放日
閉室日：■■

絵本の日 戸外あそび
「お花つみ」

「保育士による
子育て相談会」

さわってあそ
ぼう
「小麦粉粘土」

「親子ほっこり
体操」

「親子ヨガ」

●�２歳６ヶ月
児歯科健診

●アミィクラブ
「はじまりの
会・思い出手
形製作」

製作の日
「こいのぼり
　手形アート」

先生とあそぼう
「親子で一緒に
ふれあいあそび」
※福祉センター
●�すくすく子育
て相談

ママの
リフレッシュDAY
「ヨガ」
※要予約

AM閉室

昭和の日

【カレンダー詳細】
●アミィクラブ ･･･０歳～就園前のお子さんとその保護者を対象に、
　明日香保育園にて開催します。要予約☎５４－４１３８
●２歳６ヶ月児歯科健診 ･･･ 対象の方には個別通知します。
●すくすく子育て相談・・・対象の方には個別通知します。
●教室の詳しい内容・持ち物等は、子育て支援アプリ
　「あすかっこ！」でご確認ください。

４月 あすかっこ
子育てカレンダー

子育て支援センターに行ってみよう！！子育て支援センターに行ってみよう！！

毎月１９日は
食育の日です。

読み聞かせボランティア「あ
かずきん」さんにお越しいた
だき、絵本や紙芝居、人形劇
などを楽しみます。

今年度参加希望の
方は申し込みをお
願いします。

今年度参加希望の
方は申し込みをお
願いします。

子育て
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　明日香村では、健康確認や疾病の早期発見・早期治療につなげるために、がん検診・特定健診を
実施しています。
　受診方法は個別検診と集団検診の２種類があり、集団健診は、村が指定する日時に健康福祉セン
ターで受診できます。
　疾病の早期発見には、定期的な健診が大事です。
【内容】
　がん検診・特定健診・後期高齢者健診・歯周疾患検診（３０日は実施なし）・骨粗鬆症検診・
　肝炎ウイルス検診
【日時】
　・１日目　５月３０日（木）
　・２日目　５月３１日（金）
　・３日目　６月　１日（土）
　　各日、①８時３０分　②９時　③９時３０分　④１０時　⑤１０時３０分
　　※各時間の定員は２５名です。
【検診場所】健康福祉センター
【申込期間】４月５日（金）～４月１２日（金）　平日８時３０分～１７時
【申込方法】
　・役場健康づくり課窓口で申込
　・健康づくり課へ電話申込
　※集団健診申込書に記入していただき、お申し込みください。
　　申込書は、ホームページよりダウンロードできます。
　※�各枠定員に達し次第、受付終了となり、空き枠へのご案内となります。あらかじめご了承くだ
さい。

【問い合わせ】健康づくり課　☎５４ｰ５５５０
【健診の種類】

①特定健康診査 ②後期高齢者健康診査 ③若年者健康診査

対
象
者

　　①４０歳から７４歳までの
　　　明日香村国保加入者
（昭和２４年６月２日～

昭和６０年３月３１日生の方）

　②７５歳以上の
　　後期高齢者医療広域連合加入者
（昭和２４年５月２９日生まれ以前の方）

　　　③３０歳から３９歳の
　　　　明日香村国保加入者
（昭和６０年４月１日～
平成７年３月３１日生まれの方）

項
目

・問診
・内科診察
・血圧測定
・身体計測（身長・体重・腹囲・ＢＭＩ）
・尿検査（尿糖・尿蛋白）　
・心電図�（該当者のみ）�
・眼底検査（該当者のみ）

・血液検査
　肝機能（ＡＳＴ(ＧＯＴ)、ＡＬＴ(ＧＰＴ)、γ－ＧＴＰ）
　脂質（中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロール）
　血糖値（空腹時または随時血糖、ＨｂＡ１ｃ）
　腎機能（クレアチニン、ｅＧＦＲ、尿酸）
　貧血検査（該当者のみ）

料
金

　①１，０００円
　②５００円
　③無料

①無料
対象者

・昭和３３年４月１日～昭和３４年３月３１日
・昭和４３年４月１日～昭和４４年３月３１日
・昭和５３年４月１日～昭和５４年３月３１日

・昭和３８年４月１日～昭和３９年３月３１日
・昭和４８年４月１日～昭和４９年３月３１日
・昭和５８年４月２日～昭和５９年３月３１日

歯周疾患検診 肝炎ウイルス検診 骨粗しょう症検診
対
象
者

４0歳以上の方
４０歳以上で

過去に一度も受けたことがない方
４０歳以上の方

項
目

・問診
・歯科検診
・歯科衛生士による相談

・問診
・血液検査
　�（Ｂ型肝炎ウイルス検査、
　　Ｃ型肝炎ウイルス検査）

・問診
・骨密度検査
　�（かかとの骨の超音波検査）

集団がん検診・集団特定健診

健　康
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ポイントカードを作って、健康も特典も両方手に入れよう！
　健診やがん検診、健康づくり事業への参加で、健康ポイントがたまり、特典が
もらえます。今年度もふるって参加しましょう！
　５月１日より０ポイントからスタートします。
【ポイント特典】
　１００ポイントごとに３００ポイントまで粗品をプレゼントします。
【注意点】
・�昨年度カードを発行した方は自動
更新となります。新規カード発行
の手続きは要りません。
・�すでにお手元にお持ちの方は、今
年度最初の事業参加の際にポイン
トを０に戻す処理を行いますので
健康づくり課窓口までお持ちくだ
さい。健康づくり課でお預かりし
ているカードは、ポイントを０に
戻してお返しします。
【問い合わせ】
　健康づくり課　☎５４–５５５０

胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 乳がん検診 子宮がん検診 前立腺がん検診
対
象
者

４０歳以上の方 ４０歳以上の女性
（２年に１回）

２０歳以上の女性
（２年に１回） ４０歳以上の男性

項
目

・問診
・胃透視
　（バリウム）

・問診
・レントゲン撮影
・�喀痰検査（必要時）

・問診
・便潜血検査

・問診
・�マンモグラフィ
検査

・問診
・視診、内診
・頸部細胞診

・問診
・血液検査

自
己
負
担

５００円
５００円
喀痰検査は＋
５００円

無料

１，０００円 １，０００円 ４００円

無料対象者
・７０歳以上の方
（�昭和３０年４月１日以前に生まれ
た方）

無料対象者
・７０歳以上の方
（�昭和３０年４月１日以前に生まれ
た方）
・無料クーポン対象者

無料対象者
・�７０歳以上の方
（�昭和３０年４月
１日以前に生ま
れた方）

備
考

・�がんの既往がある方（手術後の方）など、集団検診では受診できない場合があります。個々にご案内しますの
で、お問い合わせください。
・昨年度、胃がん検診で胃内視鏡検査を受けられた方は、今年度は胃がん検診を受けられません。
・�村民税非課税世帯及び生活保護世帯の方は、事前に健康づくり課で手続きしていただければ、無料になります。
（令和６年度内に７０歳以上になる方は、手続き不要です。）

明日香村健康ポイント

【ポイントがもらえる事業一覧】
カテゴリー 事業 ポイント

健診・検診

特定健診、後期高齢健診 ３０
特定健診データ提供 ３０
健診結果説明会 ２０
各がん検診（胃、肺、大腸、乳、子宮、前立腺：集団のみ） 各１０
歯周疾患検診 １０
肝炎ウイルス検診、骨粗鬆症検査 各１０
健康教室（一般、疾病別） １回につき２０
たちばな元気体操 １回につき５

健康教室

にこにこクッキング １回につき５
脳元気 １回につき５
認知症予防教室 １回につき５
健康相談（一般） １回につき１０
健康相談（特定保健指導） １回につき２０

相談
一体的事業（栄養・口腔機能・生活習慣病改善プログラム） プログラム終了後３０
健康ステーション拠点活動（１回／月） １回につき２０
献血（役場で実施するもの） １回につき２０

健ステ 個人で設定する健康目標の達成＊１（３ヶ月継続） 評価後３０

その他
がん予防推進員活動（Ｒ６年度活動予定） １回につき２０
個人で設定する健康目標の達成（３ヶ月継続） ３０
がん予防推進員活動（Ｒ６年度活動予定） ２０／回

＊１　�健康目標の設定には健康に関する目標を保健師・管理栄養士等の専門職
と一緒に設定をし、達成評価をすることとする。

健　康
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た
ち
ば
な
元
気
体
操

　

理
学
療
法
士
の
指
導
の
も
と
介
護
予

防
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

　

加
齢
と
共
に
足
の
筋
力
が
弱
く
な
っ

た
り
、
外
出
が
億
劫
に
な
っ
た
り
す
る

状
態
が
続
く
と
、
介
護
が
必
要
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
使
っ
て
楽
し

く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

65
歳
以
上
で
明
日
香
村
在
住
の
方

【
日
時
】

・
Ａ
コ
ー
ス　

４
月
22
日
（
月
）～

　

お
お
む
ね
毎
週
月
曜
日

　

①
13
時
～
14
時

　

②
14
時
30
分
～
15
時
30
分

・
Ｂ
コ
ー
ス　

４
月
23
日
（
火
）～

　

お
お
む
ね
毎
週
火
曜
日

　

①
13
時
～
14
時

　

②
14
時
30
分
～
15
時
30
分

【
内
容
】

　

①
体
調
確
認
、
血
圧
測
定
、
検
温

　

②�

理
学
療
法
士
の
指
導
に
よ
る
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
マ
ッ
ト
や
座
位

の
運
動
）

【
場
所
】　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】　

月
６
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
５
４–

５
５
５
０

※
募
集
期
間　

　

４
月
２
日
（
火
）～
４
月
５
日
（
金
）

※
定
員　

各
コ
ー
ス
50
名

認
知
症
予
防
教
室

　

今
月
の
教
室
は
、「
切
り
紙
カ
レ
ン

ダ
ー
作
り
～
そ
の
時
間
に
生
ま
れ
る
楽

し
い
会
話
～
」
で
す
。

　

季
節
の
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
を
お
こ
な

う
こ
と
で
脳
や
こ
こ
ろ
を
豊
か
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
介
護
予
防
体
操
を

通
し
て
日
々
の
健
康
づ
く
り
を
お
こ
な

い
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

65
歳
以
上
で
明
日
香
村
在
住
の
方

【
日
時
】　

４
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

【
申
込
期
限
】　

４
月
15
日
（
月
）
ま
で

【
参
加
費
】　

無
料

【
場
所
】　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　

会
議
室
１
・
２

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

明
日
香
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
５
４–

２
７
４
０

個
別
健
康
相
談

　

個
別
健
康
相
談
で
は
、
健
診
の
結
果

や
、
日
頃
の
運
動
・
食
事
な
ど
の
生
活

習
慣
で
気
に
な
る
こ
と
を
相
談
で
き
ま

す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

等
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

４
月
９
日
（
火
）、
24
日
（
水
）

・
一
人
（
一
組
）
30
～
40
分
程
度

・
い
ず
れ
も
９
時
30
分
～
15
時
30
分

※
２
日
前
ま
で
に
要
予
約

【
内
容
】

　

専
門
職
（
管
理
栄
養
士
・
健
康
運
動

指
導
士
等
）
に
よ
る
指
導
・
相
談

　

個
別
に
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
を
ご

提
案
し
ま
す
。

【
場
所
】

　

役
場
相
談
室

【
利
用
料
金
】

　

無
料

【
注
意
事
項
】

　

訪
問
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
５
４–

５
５
５
０

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

管
理
栄
養
士
の
作
成
し
た
レ
シ
ピ
を

も
と
に
調
理
実
習
を
し
た
り
、
講
話
を

通
じ
て
食
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
や
気
楽
な

お
し
ゃ
べ
り
を
目
的
と
し
た
自
主
活
動

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

今
年
度
、
新
た
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

65
歳
以
上
で
明
日
香
村
在
住
の
方

【
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
日
時
】

　

４
月
19
日
（
金
）
10
時
～
11
時

　
（�

５
月
以
降
月
１
回
／
お
お
む
ね
第
３

金
曜
日
に
開
催
予
定
。）

※�

都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　

４
月
12
日
（
金
）
ま
で

【
募
集
人
数
】

　

15
人
程
度

【
参
加
費
】

　

月
６
０
０
円

【
場
所
】

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

会
議
室
３

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
５
４–

５
５
５
０

健　康
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買
い
物
支
援
事
業

　

ス
ー
パ
ー
等
へ
の
お
出
か
け
に
不
安

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
あ
す
か
デ
マ
ン

ド
乗
合
交
通
の
利
用
や
、
自
宅
か
ら
停

留
所
ま
で
の
往
復
、
店
内
で
の
移
動
等

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

買
い
物
へ
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】

　

70
歳
以
上
ま
た
は
障
が
い
者
で
明
日

香
村
在
住
の
方

【
内
容
】

・�

あ
す
か
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
の
登
録
、

予
約

・
自
宅
か
ら
停
留
所
ま
で
の
付
き
添
い

・
買
い
物
中
の
見
守
り

・
自
宅
へ
の
商
品
の
運
搬

・
そ
の
他
、
相
談
に
よ
り
対
応

【
日
程
・
行
き
先
】

①
４
月
10
日
（
水
）
キ
リ
ン
堂
高
取
店

②�

４
月
25
日
（
木
）
イ
ズ
ミ
ヤ
橿
原
神
宮

前
店

　

い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
（
※
買
い
物
時
間
は
１
時
間
程
度
）

【
利
用
料
】　

５
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

明
日
香
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
５
４–

２
７
４
０

あ
す
か
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
・

赤
か
め
周
遊
バ
ス
の

運
賃
補
助
を
終
了
し
ま
し
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
国

の
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し
て
き
た

70
歳
以
上
の
方
、
障
が
い
手
帳
を
お
持

ち
の
方
へ
の
運
賃
補
助
を
、
３
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
従
来
の
利
用
料
金

と
な
り
、
村
内
移
動
は
１
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
す
か
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
」

の
大
和
橿
原
病
院
及
び
イ
ズ
ミ
ヤ
橿
原

神
宮
前
店
（
カ
ナ
ー
ト
）
へ
の
移
動
は

４
０
０
円
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
政
策
課

　

☎
５
４–

９
０
１
８

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請
先
が

変
更
に
な
り
ま
す

明
日
香
村
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料

助
成
事
業

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
運
転
免
許

証
自
主
返
納
さ
れ
た
方
に
対
し
、
初
乗

り
運
賃
（
基
本
料
金
）
に
相
当
す
る
タ
ク

シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
利
用
券

は
、
申
請
受
付
後
、
後
日
郵
送
で
お
送

り
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
申
請
先
が
役
場

健
康
づ
く
り
課
に
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

明
日
香
村
に
住
民
票
を
有
し
、
か
つ

居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
（
施
設
入
居
者
を
除

く
）

①�
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
お

持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
（
Ａ
）
を
お
持
ち
の
方

③�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・

２
級
を
お
持
ち
の
方

④
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

　
（�

※
運
転
経
歴
証
明
証
等
に
よ
り
返
納

を
証
明
で
き
る
方
で
、
過
去
に
こ
の

制
度
を
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
に
限

る
）

【
申
し
込
み
】

・
場
所

　

健
康
づ
く
り
課
（
役
場
１
階
）

・
持
ち
物

　

対
象
者
①
～
③　

各
種
手
帳

　

対
象
者
④　

運
転
経
歴
証
明
証
等

※�

代
理
申
請
の
場
合
は
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
助
成
内
容
】

・
助
成
額

　

初
乗
り
料
金
（
基
本
料
金
）
の
助
成

・
利
用
券

　

24
枚　

※�

１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
枚
し
か
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
づ
く
り
課　

　

☎
５
４–

５
５
５
０

お知らせ
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令和６年度軽自動車税（種別割）のお知らせ
<原動機付自転車・小型特殊自動車・軽二輪等>

区　　　　　　　　分 年　税　額

原動機付自動車

50cc以下　※ 2 , 0 0 0円
50ccを超え90cc以下 2 , 0 0 0円
90ccを超えるもの 2 , 4 0 0円
ミニカー 3 , 7 0 0円

二　　輪 軽二輪車 3 , 6 0 0円
小型二輪車 6 , 0 0 0円

小型特殊 農耕作業用 2 , 4 0 0円
その他 5 , 9 0 0円

被けん引車 3 , 6 0 0円
※特定小型原動機付自転車を含みます。

<三輪及び四輪の軽自動車>
　最初の新規検査から１３年経過した三輪及び四輪の軽自動車について重課が適用されます。条件につ
いては「最初の新規検査」の実施年月で判定します。
※�「最初の新規検査」とは新規検査（新車）のことをいいます。なお、最初の新規検査年月は自動車検
査証の「初度検査年月」で確認できます。
　ただし、燃料の種類が「電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用」である
軽自動車及び被けん引車は重課の対象から除きます。

　最初の新規検査
区　分

H27.4.1以降
Ｈ23.3.31以前
（重課）

三　輪 3,900円 4,600円

四　輪
乗　用 自家用 10,800円 12,900円

営業用 6,900円 8,200円

貨物用 自家用 5,000円 6,000円
営業用 3,800円 4,500円

<軽自動車税（種別割）のグリーン化特例（軽課）>　
　令和５年４月１日から令和６年３月３１日までに最初の新規検査を受けた三輪及び四輪の軽自動車
で、次の基準を満たす車両について、令和６年度分の軽自動車税（種別割）が軽減されます。なお、軽
課の対象となる基準や軽課内容は次のとおりです。

７５％軽減①※ ５０％軽減②※ ２５％軽減③※
三　輪 1,000円 2,000円 3,000円

四　輪
乗　用 自家用 2,700円 対象外 対象外

営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物用 自家用 1,300円 対象外 対象外
営業用 1,000円 対象外 対象外

※軽課税率区分

①
乗　用

電気軽自動車及び天然ガス軽自動車
※ガソリン車・ハイブリッド車
　平成１７年排出ガス基準７５％低減達成
車または平成３０年排出ガス基準５０％低
減達成車に限る。
※天然ガス軽自動車
　平成２１年排出ガス基準１０％低減達成
車または平成３０年排出ガス規制適合車に
限る。

貨物用

② 乗　用
令和２年度燃費基準かつ令和１２年度
基準より＋９０％達成車

③ 乗　用
令和２年度燃費基準かつ令和１２年度
基準より＋７０％達成車

【問い合わせ】住民課　☎５４－２２８２

お知らせ
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所有者 所有者（納税義務者）が障がい者本人である場合。ただし、１８歳未満の方・知的障がい者・
精神障がい者については、生計同一者の所有でも減免可能です。

運転者 本人・生計同一者・日常的介護者（障がい者のみで構成される世帯の場合のみ）。

目的 障がい者本人以外が運転する場合、専ら障がい者の通学・通院・生業のために運転する場合。

障がいの程度
一定の要件に当てはまる場合。運転者の区分(本人、生計同一者・日常的介護者）や障がいの
部分・程度によって要件が異なります。
要件の一覧表は役場の窓口にあります。

必要書類 申請書・納税通知書・身体障害者等手帳・自動車検査証（コピー可）・運転者の運転免許証
（コピー可）・生計同一証明書（該当者のみ）・常時介護証明書（該当者のみ）。

　犬を飼われている方は、最寄りの実施場所で受けてください。
　※集合注射は、明日香村以外の市町村では受けることが出来ませんのでご注意ください。
【持ち物】当日は、予防注射の案内を必ず持参してください。（事前に役場から送付します。）
【料　金】３，４００円　（内訳）注射手数料　　��２，８５０円
　　　　　　　　　　　　　　　　注射済票交付手数料��５５０円
■犬の登録
　生後９１日以上の犬には、法律で登録と狂犬病予防注射が義務付けられています。
　犬の登録は１頭生涯に１回です。まだ登録をされていない飼い犬や、新たに犬を飼われるときは登録を受
けてください。
　登録料は３，０００円です。
　飼い主が変わったり、飼い主の住所が
変更になった際は、速やかにご連絡くだ
さい。
■犬の死亡届
　登録犬がすでに亡くなっている場合
は、死亡手続の上、鑑札と注射済票を返
却してください。
【問い合わせ】
　住民課　☎５４–２２８２

軽自動車税（種別割）の減免制度のお知らせ
　減免制度には次の３種類があり、いずれも申請が必要です。納税通知書が届いてから、納期限の４月30日（火）
までに申請書等を提出してください。
※�期限が過ぎると減免を受けられませんのでご注意ください。
①�身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者が所有する軽自動車など
　下表の要件を全て満たす場合、減免を受けることができます。
※�障がい者１人につき１台のみで、自動車税種別割（普通自動車など）の減免と二重に申請はできません。
②�専ら身体障がい者などが利用するための構造である軽自動車など
　車いす移動車などが対象です。ただし、区分が営業用（または事業用）としているものは除きます。
③�公益のために直接専用する軽自動車など
　身体障がい者等または老人のために一定の社会福祉事業を行う方が所有して、身体障がい者等また
は老人のために専ら使用する軽自動車などが対象です。

【問い合わせ】　住民課　☎５４–２２８２

狂犬病予防集合注射

減免申請はお早めに！

実施日程
月 日 曜日 時　間 実施場所

4 17 水

10：00～10：30 細川集会所
10：50～11：10 稲渕集会所
11：30～12：00 中央公民館前
13：00～13：20 豊浦吉田駐車場（甘樫丘駐車場）
13：40～14：20 消防防災施設（岡地区）

4 18 木
��9：30～10：00 消防防災施設（旧飛鳥公民館）
10：20～11：00 下平田集会所前
11：20～12：00 中央公民館別館前（旧阪合幼稚園）

お知らせ
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

～
国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
～

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
勤
務
先
を
退
職
（
失
業
）

さ
れ
た
と
き
は
、
厚
生
年
金
保
険
か
ら

国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

配
偶
者
（
第
３
号
被
保
険
者
）
に
つ
い
て

も
国
民
年
金
へ
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、「
免
除
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
の

際
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の
コ

ピ
ー
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
コ

ピ
ー
等
も
併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

・
桜
井
年
金
事
務
所

　

☎
４
２–

０
０
３
３

・
住
民
課

　

☎
５
４–

２
２
８
２

消
費
生
活
相
談
か
ら

そ
の
警
告
画
面
は
偽
物
！

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
注
意

《
事
例
》

パ
ソ
コ
ン
使
用
中
に
「
ウ
イ
ル
ス
に

侵
さ
れ
た
」
と
警
告
画
面
が
出
て
動

か
な
く
な
っ
た
。
大
手
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
会
社
の
マ
ー
ク
等
と
と
も
に
電
話

番
号
が
表
示
さ
れ
た
の
で
信
用
し
、

電
話
を
す
る
と
「
遠
隔
操
作
で
復
旧

さ
せ
る
の
に
サ
ポ
ー
ト
契
約
が
必

要
」
と
言
わ
れ
た
。
契
約
の
た
め
に

は
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入

し
番
号
の
入
力
が
必
要
と
の
こ
と
で
、

５
万
円
分
購
入
し
入
力
し
た
。
し
か

し
「
入
力
間
違
い
で
無
効
に
な
っ
た
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
何
度
も
購
入
と
番

号
の
入
力
を
さ
せ
ら
れ
、
結
局
約

60
万
円
も
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

�

（
80
歳
代
）

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
中
に
、
突
然

警
告
画
面
や
警
告
音
が
出
た
ら
、
慌

て
ず
、
ま
ず
は
偽
物
で
は
な
い
か
と

疑
い
ま
し
ょ
う
。
表
示
さ
れ
た
電
話

番
号
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
自
分
で
判
断
で
き
な
い
場

合
は
、
周
り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

●�

指
示
さ
れ
る
ま
ま
に
遠
隔
操
作
ソ
フ

ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
に
同
意
し
た
り
、

プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
等
の
購

入
を
求
め
ら
れ
た
り
し
て
も
応
じ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

●�

警
告
画
面
の
消
去
方
法
な
ど
の
技
術

的
な
相
談
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政

法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
参
考
文
献

　

�

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新
鮮
情

報
（
令
和
６
年
１
月
30
日
発
行
）

○
消
費
生
活
相
談

・�

納
得
で
き
な
い
商
品
、不
本
意
な
契
約
、

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
な
ど
の
お
困

り
ご
と
を
相
談
で
き
ま
す
。

・�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
お
手
伝
い
も

可
能
で
す

※�

個
人
間
ト
ラ
ブ
ル
や
事
業
者
等
団
体

か
ら
の
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

【
相
談
日
時
】

　

毎
週
火
曜
日
／
13
時
～
16
時

　
（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
。）　

【
場
所
】

　

明
日
香
村
役
場　

相
談
室
中

　
（
消
費
生
活
相
談
の
札
が
目
印
で
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

・
明
日
香
村
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

☎
５
４–

２
２
８
２

・�

相
談
日
時
以
外
で
お
急
ぎ
の
方
は
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ

　

☎
１
８
８

＊�

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
つ

な
が
り
ま
す
。
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第
36
回「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

高
市
郡
記
念
集
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
元
年
４
月
11
日
か
ら
毎
月
11
日

を「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」と
設
定
し
、

人
権
侵
害
や
部
落
差
別
な
ど
を
な
く
す

村
民
の
輪
を
広
げ
る
た
め
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
、
36
年
目
を
迎
え
、
一
層
の
定

着
化
を
願
っ
て
高
市
郡
記
念
集
会
を
開

催
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
日
時
】　

４
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分　

開
会

【
場
所
】

　

高
取
町
リ
ベ
ル
テ
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

【
内
容
】

　

シ
ャ
ン
テ
コ
ン
サ
ー
ト

　

～
障
が
い
の
壁
を
音
楽
で
越
え
て
～

　

シ
ャ
ン
テ
は
熊
野
伸
一
さ
ん
率
い
る

手
話
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
す
。
９
歳
で
失

明
宣
言
を
受
け
、
15
歳
で
失
明
し
た
経

験
を
乗
り
越
え
た
熊
野
さ
ん
は
、
17
歳

か
ら
シ
ャ
ン
テ
を
率
い
て
世
界
中
で
演

奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

住
民
課

　

☎
５
４–

２
２
８
２

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

○
４
月
２
日
：
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

○
４
月
２
～
８
日
：
発
達
障
害
啓
発
週
間

【
自
閉
症
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
】

　

自
閉
症
は
、｢

自
分
の
殻
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
る｣

、「
親
の
育
て
方
が
原
因
」

と
考
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

脳
の
発
達
の
仕
方
の
違
い
か
ら
「
他

人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
」「
言
葉

を
適
切
に
使
う
こ
と
」
な
ど
が
苦
手
な

た
め
、
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
て
も
、

誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
ジ
ュ
リ
ア
の
お
願
い
シ
ー
ト
】

　

ジ
ュ
リ
ア
は
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
に

登
場
す
る
、
自
閉
症
の
特
性
が
あ
る
女

の
子
で
す
。
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
が
自

閉
症
の
あ
る
子
の
保
護
者
と
考
え
た
、

困
り
ご
と
等
を
ま
と
め
る
シ
ー
ト
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
日
本
実
行
委

員
会
公
式
サ
イ
ト
で
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。「
ジ
ュ
リ
ア
の
お
願

い
シ
ー
ト
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
５
４–

５
５
５
０

明
日
香
養
護
学
校　

教
育
相
談
・

学
校
見
学
会
・
第
１
回
体
験
学
習

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
児
童

生
徒
の
指
導
支
援
等
の
教
育
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
へ
の
入
学
等
を
考
え
る

た
め
の
学
校
見
学
会
や
体
験
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
教
育
相
談

【
日
時
】

　

事
前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
（
土
日
祝
は
除
く
。）

【
相
談
内
容
】

○�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児
童
生

徒
の
就
学
や
在
宅
訪
問
教
育
、
病
弱

教
育
対
象
の
生
徒
の
通
学
に
関
す
る

こ
と

○�

児
童
生
徒
の
指
導
・
支
援
に
関
す
る

こ
と

■
学
校
見
学
会

　

５
月
の
末
に
実
施
予
定
で
す
。
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
本
校
（
病
弱
教
育
部
門
・

肢
体
不
自
由
教
育
部
門
）
の
概
要
説
明

の
後
、
児
童
生
徒
が
授
業
を
受
け
て
い

る
様
子
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

■
第
１
回
体
験
学
習

【
対
象
】

○�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
年
長
児
、
小

学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
と
そ
の
保

護
者
、
担
任

○�

病
弱
教
育
対
象
の
中
学
３
年
生
と
そ

の
保
護
者
、
担
任

【
日
時
】

○
「
肢
体
不
自
由
教
育
部
門
」

・
小
学
部　

６
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
20
分
～
16
時

・
中
学
部　

６
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
20
分
～
16
時

・
高
等
部　

６
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
20
分
～
16
時

○
「
病
弱
教
育
部
門
」

・
高
等
部　

６
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
20
分
～
16
時

【
申
込
締
切
】

　

５
月
31
日
（
金
）
必
着

※�

開
催
日
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

明
日
香
養
護
学
校
教
育
支
援
部

　

☎
５
４–

３
３
８
０

お知らせ

広報あすか19

お
知
ら
せ



奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
展
覧
会
〉

■�

特
別
展
「
と
び
だ
せ
！
長
谷
川
義
史

展
」

【
会　

期
】　

～
５
月
６
日
（
月
・
祝
）

【
観
覧
料
】

　

一
般　
　
　

１
，
０
０
０
円

　

高
校
・
大
学
生　

５
０
０
円

　

小
・
中
学
生　
　

無
料

●�

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
要
観
覧
券
・
申
込
不
要
）

【
日
時
】　

４
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

15
時
40
分
頃
～

〈
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

●
お
は
な
し
の
森
（
申
込
不
要
・
無
料
）

【
日
時
】

　

４
月
６
日
（
土
）

　

10
時
30
分
～
・
14
時
～（
各
回
約
30
分
）

【
定
員
】　

各
回
10
名
程
度

●�

長
谷
川
義
史
さ
ん
絵
本
ラ
イ
ブ
＆
サ
イ

ン
会
（
要
事
前
申
込
）

【
日
時
】

　

４
月
28
日
（
日
）

　

13
時
30
分
～
16
時
頃
（
開
場
13
時
）

【
定
員
】

　

１
２
０
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

【
締
切
】　

４
月
12
日
（
金
）
17
時
ま
で

盟
神
探
湯
神
事

　
「
盟
神
探
湯
神
事
」と
は
、煮
え
た
ぎ
っ

た
湯
釜
に
手
を
入
れ
て
真
偽
を
裁
決
し

た
と
い
う
古
代
の
裁
判
方
法
で
す
。

　

現
代
は
、
笹
の
葉
を
か
け
て
無
病
息

災
を
願
う
神
事
と
し
て
、
甘
樫
坐
神
社

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
劇
団
「
時
空
」
に
よ
る
解
説

劇
も
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　【
日
時
】　

　

４
月
７
日
（
日
）
14
時
～

【
場
所
】　

　

甘
樫
坐
神
社

　
（
明
日
香
村
大
字
豊
浦
）

　

※
小
雨
決
行

【
問
い
合
わ
せ
】

　

文
化
財
課

　

☎
５
４–

５
６
０
０

飛
鳥
資
料
館　

春
の
ミ
ニ
展
示

「
高
松
塚
古
墳
壁
画
国
宝
指
定
５
０
周
年

記
念
展
」

　

２
０
２
４
年
は
、「
飛
鳥
美
人
」
で
知

ら
れ
る
高
松
塚
古
墳
壁
画
が
国
宝
に
指

定
さ
れ
て
か
ら
50
年
と
い
う
節
目
の
年

で
す
。
１
９
７
２
年
３
月
21
日
に
発
見

さ
れ
た
壁
画
は
、
国
内
外
の
研
究
者
に

よ
る
調
査
を
経
て
、
１
９
７
４
年
４
月

17
日
に
異
例
の
早
さ
で
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
同
じ
日
に
国
宝
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
壁
画
が
発
見
さ
れ
た
翌

年
か
ら
国
宝
指
定
ま
で
の
間
に
、
平ひ
ら

山や
ま

郁い
く

夫お

な
ど
の
著
名
な
日
本
画
家
た
ち
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
「
高
松
塚
古
墳
壁
画

の
現
状
模
写
」
を
展
示
し
ま
す
。
発
見

当
時
の
壁
画
の
様
子
を
忠
実
に
再
現
す

る
た
め
、
一
筆
一
筆
、
点
描
で
精
巧
に

描
い
た
画
家
た
ち
の
渾こ
ん

身し
ん

の
力
作
を
ぜ

ひ
間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
展
示
期
間
】�

　

４
月
19
日
（
金
）～
５
月
19
日
（
日
）�

※
月
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）��

【
問
い
合
わ
せ
】

　

飛
鳥
資
料
館��

　

☎
５
４–

３
５
６
１

〈
講
座
〉

■
万
葉
集
を
よ
む　
（
無
料
）

「
春
の
雑ぞ
う

歌か

（
１
）（
巻
８
・
１
４
１
８
～

１
４
２
７
番
歌
）」

【
日
時
】　

４
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

【
講
師
】

　

井
上
さ
や
か
（
当
館
企
画
・
研
究
係
長
）

【
定
員
】　

１
５
０
名
（
予
定
）

　

会
場
参
加
は
申
込
不
要
・
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴
の
み
要
事
前
申
込

〈
イ
ベ
ン
ト
〉

「
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉
春
」

４
月
24
日
（
水
）～
６
月
９
日
（
日
）

■�

春
の
万
葉
庭
園
を
撮
ろ
う
！

　
（
要
事
前
申
込
・
無
料
）

【
日
時
】

　

５
月
４
日
（
土
・
祝
）

　

10
時
30
分
～
14
時
（
休
憩
時
間
含
む
）

【
講
師
】　

高
橋
良
典
氏

【
定
員
】　

先
着
15
名

【
申
込
方
法
】　

電
話
受
付
の
み

※
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】

　

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館　

　

☎
５
４–

１
８
５
０

　
（http

s://w
w
w
.m
anyo.jp

）

【
休
館
日
】

　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
））

【
開
館
時
間
】

　

10
時
～
17
時
30
分（
入
館
は
17
時
ま
で
）
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▲村内一斉清掃活動時に
森川村長と

▲役場交流棟

車
座
集
会
（
明
日
香
座
）

　

村
政
へ
の
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
く

た
め
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

■
第
１
回

【
日
時
】

　

４
月
13
日
（
土
）
19
時
～

【
場
所
】

　

役
場
交
流
ホ
ー
ル

【
対
象
大
字
】

　

檜
前
・
阿
部
山
・
大
根
田
・
栗
原
・

上
平
田
・
真
弓
・
地
ノ
窪

■
第
２
回

【
日
時
】

　

４
月
20
日
（
土
）
19
時
～

【
場
所
】

　

役
場
交
流
ホ
ー
ル

【
対
象
大
字
】

　

下
平
田
・
中
平
田
・
南
平
田
・
越
・
御
園
・

檜
前
緑
ヶ
丘
・
檜
前
緑
台
・
檜
前
い
お

り
野

■
第
３
回

【
日
時
】

　

５
月
11
日
（
土
）
19
時
～

【
場
所
】

　

役
場
交
流
ホ
ー
ル

あ
な
た
も
日
本
赤
十
字

明
日
香
村
奉
仕
団
で

社
会
貢
献
し
ま
せ
ん
か

　

日
赤
明
日
香
村
奉
仕
団
は
、
現
在
７

名
の
会
員
で
地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
２
回
の
献
血
推
進
活
動
、
各
種
研

修
会
へ
の
参
加
、
ま
た
村
民
体
育
祭
等

の
機
会
を
と
ら
え
、
災
害
へ
の
備
え
や

募
金
の
協
力
を
訴
え
る
等
、
様
々
な
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
地
域
の
た
め
に
活

動
し
ま
し
ょ
う
。

【
応
募
要
件
】

　

村
内
に
住
所
が
あ
り
、
奉
仕
活
動
が

で
き
る
方
（
学
生
を
卒
業
し
た
概
ね
20

歳
～
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
５
４–

５
５
５
０

【
対
象
大
字
】

　

岡
・
島
庄
・
橘
・
立
部
・
野
口
・
川

原■
第
４
回

【
日
時
】

　

５
月
18
日
（
土
）
19
時
～

【
場
所
】

　

役
場
交
流
ホ
ー
ル

【
対
象
大
字
】

　

祝
戸
・
阪
田
・
入
谷
・
栢
森
・
稲
渕
・

上
居
・
細
川
・
上
・
尾
曽
・
冬
野
・
畑

■
第
５
回

【
日
時
】

　

６
月
１
日
（
土
）
19
時
～

【
場
所
】

　

役
場
交
流
ホ
ー
ル

【
対
象
大
字
】

　

豊
浦
・
雷
・
小
山
・
奥
山
・
飛
鳥
・
八
釣
・

東
山
・
小
原

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
政
策
課

　

☎
５
４–

９
０
１
８

▲大地震における出火原因
　［東日本大震災（H23.3月）

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
と
は
、
震
度
５

強
以
上
の
地
震
を
検
知
し
た
際
に
自
動

的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
電
気
の

供
給
を
遮
断
し
、
地
震
後
の
電
気
が
原

因
の
火
災
を
防
ぐ
装
置
で
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
の

被
害
に
備
え
る
た
め
、感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
設
置
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

高
市
消
防
署　

予
防
課
予
防
係

　

☎
５
２–

４
４
９
９

お知らせ・募集
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【趣旨】�村民の健康増進と体力向上を図り、スポーツを通して村民相互の協力と親睦に寄与するこ
とにより、明るく豊かな村をつくる。

【主催】明日香村体育協会
【後援】明日香村教育委員会
【日時】５月１２日（日）
　　　　参加受付：８時３０分～８時５０分　　開会式：９時～
　　　　※参加受付と開会式は近隣公園多目的グラウンドで行います。
　　　　※雨天の場合は、ソフトバレーボール・ゲートボールのみを実施します。
【種目（会場）】�ソフトボール（聖徳中学校グラウンド）
　　　　　　　　ソフトバレーボール（聖徳中学校体育館）
　　　　　　　　ゲートボール（屋内ゲートボール場）
　　　　　　　　グラウンド・ゴルフ（近隣公園多目的グラウンド）
【参加資格】明日香村に居住する方　または　明日香村で勤務する方
【チーム編成】
＜ソフトボール＞
　・１チーム補欠を含め９名以上１５名以内
　・ソフトバレーボールとの掛け持ちは不可
　・中学生以上とし、野球部・ソフトボール部の現役選手は除きます。
　・チーム名の入ったゼッケンをつけてください。
　（ユニフォームなど揃いの服装の場合は、ゼッケンなしでも可）
＜ソフトバレーボール＞
　・４人制とし、１チーム補欠を含め６名以内
　・選手の性別は不問
　・参加資格は小学校４年生以上
　（ただし、高校生以上４０歳未満の男子が常時試合に出場できるのは、２名以内とします。）
　・試合の組み合わせはチーム編成を考慮して行います。
＜ゲートボール＞
　・年齢制限なし
　・１チームは７名以内

＜グラウンド・ゴルフ＞
　・年齢制限なし
　・個人競技

【参加申込】�
　チーム単位で４月２６日（金）までに下記事務局へ申し込んでください。
※�グラウンド・ゴルフは、個人参加でも申し込み可能です。（選手名の欄に申込者氏名を記入して
ください。）
【傷害等の対応】
　主催者は、傷害の応急処置をしますが、その他事故についてはその責任を負いません。（大会当
日については、主催者側において傷害保険に加入します。）
　また、練習中についても傷害その他事故について責任を負いませんので、施設利用のマナーも含
め、自己の責任において実施していただきますようお願いします。
【問い合わせ】明日香村教育委員会　教育課　☎５４－３６３７　ＦＡＸ５４－４６４７

第４６回明日香村民球技大会を開催します！

募　集
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明日香村民球技大会　参加申込書�
年　　月　　日

出場種目 □ソフトボール　□ソフトバレーボール　□ゲートボール　□グラウンドゴルフ

（ふりがな）
参加チーム名

人数
名

責任者（監督）　

氏名

ＴＥＬ

住所
〒�　　　-

番　号 氏　　　　　名 年齢
（大会当日現在）

生年月日 住　　　　　所

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

募　集
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会
計
年
度
任
用
職
員

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
の
募
集

【
職
務
内
容
】

　

地
域
計
画
策
定
業
務
の
事
務
補
助

【
募
集
人
数
】

　

１
名

【
応
募
資
格
】

・�

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）
の

基
本
操
作

・�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

に
該
当
し
な
い
方　

【
勤
務
場
所
】　

　

明
日
香
村
役
場

【
勤
務
時
間
・
日
数
】

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

週
３
～
４
日
（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

【
給
料
・
手
当
等
】　

　

村
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

【
勤
務
期
間
】

　

５
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日
の

指
定
す
る
期
間

※�
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
に
限
り
、

再
度
任
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

　

４
月
１
日
（
月
）～
４
月
15
日
（
月
）

　

９
時
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

会
計
年
度
任
用
職
員

（
フ
ル
タ
イ
ム
）
講
師
の
募
集

【
職
務
内
容
】

　

通
級
指
導
教
室
に
お
け
る
指
導
等

【
募
集
人
数
】

　

１
名

【
応
募
資
格
】

・�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ
び
学
校

教
育
法
第
９
条
の
欠
格
条
項
に
該
当

し
な
い
方

・�

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
諭
免
許

状
【
勤
務
場
所
】

　

主
に
明
日
香
村
立
明
日
香
小
学
校

※
場
合
に
よ
り
、
同
聖
徳
中
学
校

【
勤
務
時
間
】

・
小
学
校

　

８
時
25
分
～
16
時
55
分

・
中
学
校

　

８
時
15
分
～
16
時
45
分

※
行
事
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

【
給
料
・
手
当
等
】

　

村
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

【
勤
務
期
間
】

　

４
月
11
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

※�

勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
に
限
り
、

再
度
任
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

履
歴
書
（
提
出
前
３
ヶ
月
以
内
に
撮

影
し
た
写
真
貼
付
）、
資
格
・
免
許
等
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
観
光
農
林
推

進
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
に
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

・
書
類
審
査

・
面
接
試
験
（
面
接
日
は
後
日
連
絡
）

※�

提
出
書
類
の
記
載
内
容
や
口
述
内
容

に
虚
偽
や
不
正
が
あ
る
場
合
、
ま
た
、

採
用
後
に
不
正
等
が
発
覚
し
た
場
合

に
は
、
採
用
を
取
り
消
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

観
光
農
林
推
進
課

　

☎
５
４ｰ

９
０
２
０

【
応
募
期
間
】

　

４
月
１
日
（
月
）～
４
月
５
日
（
金
）

　

９
時
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

【
応
募
方
法
】

　

左
記
２
点
を
教
育
課
ま
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

・
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

・�

教
諭
免
許
状
の
写
し
（
小
学
校
・
中

学
校
）

【
選
考
方
法
】

・
書
類
審
査

・
面
接
試
験
（
面
接
日
は
後
日
連
絡
）

※�
提
出
書
類
の
記
載
内
容
や
口
述
内
容

に
虚
偽
や
不
正
が
あ
る
場
合
、
ま
た
、

採
用
後
に
不
正
等
が
発
覚
し
た
場
合

に
は
、
採
用
を
取
り
消
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

教
育
課　

　

☎
５
４–

３
６
３
７

募　集
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　明日香の若者たちが豊かな国際感覚を持って未来
を切り開く第一歩になるとともに、ふるさと明日香
を見つめ直す機会とすることを目的とし、海外留学
をする学生に奨励金を支給します。
【留学先】
　外国の高等学校や大学またはこれに準ずる学校
（その国または地域において正規の高等学校または
大学として認定されているもの）
【支援金額】１０万円（１回のみ）
【応募資格】
　次に掲げるすべての要件に該当する方
（１）�令和６年４月～令和７年３月に海外に留学す

る方。
（２）�申請日現在、村内に居住（保護者も村内に居

住）し、高等学校、専修学校（専門学校）・
高等専門学校・短期大学・大学・大学院に在
籍していること。

（３）�在籍校の校長等の推薦を受けていること。
（４）�年度内に外国の高等学校・短期大学・大学・

大学院への留学が内定していること。
（５）�留学期間は、３ヶ月以上であること。

（６）�高留連（全国高校生留学・交流団体連絡協議
会）やＪＡＯＳ（海外留学協議会）の加盟団
体等が実施する外国の高校または大学（院）
への留学、またはそれに準じる留学であるこ
と。

（７）�学業成績が優秀であり、なによりも海外に興
味を持ち、海外に挑もうとする意欲がある
方。

【審査】書類審査及び面接試験
【受付期間】
　４月１日（月）～令和７年３月２５日（火）
　（土日祝を除く）
【その他】�詳細については下記までお問い合わせく

ださい。
【問い合わせ】
　〒６３４–０１４２　
　明日香村大字橘２１番地
　明日香村教育委員会事務局　教育課
　『海外留学奨励支援金』担当まで
　☎５４–３６３７

海外留学を支援します（海外留学奨励支援金）

ノルディック・ウォーク教室
２本のポールを持って、質の高いウォーキングを楽しみましょう！
４月１２日（金）　９時～１１時頃　　お花見ウォーク！
【集合・出発】中央公民館
【参加費】会員無料　非会員村内３００円／村外５００円
【申し込み】当日参加もＯＫです。※レンタルポール（１００円）あります。
　※当日朝７時の天気予報で奈良県北部午前中の降水確率が５０％以上の時は中止します。
　※雨天中止の場合は、１６日（火）に振り替えます。

【申し込み・問い合わせ】ＮＰＯ法人楽スポあすか　☎５４－２８１０（平日９時～１７時）

明日香村主催　トレッキング教室の参加者募集
【第１回４月教室】ボンデン山【紀ノ川市】
　○日曜コース・・４月１４日（日）　○火曜コース・・４月　９日（火）
　８時～１６時３０分頃
　《歩行時間：約４．５時間　歩行距離：約８．６㎞　標高差：４９５ｍ》
【集合場所】明日香村役場駐車場
【行程】��バス・・根来山げんきの森→土仏峠→ボンデン山→展望台（昼食・講習）→
　　　　信達葛畑→つづら畑→道の駅・・バス
【対象】小学生以上、８０歳以下の方　ただし、小学生は保護者同伴に限らせていただきます。
【参加費】各コース１,０００円　【保険料】各回１００円　※バス代は未定
【定員】各コース１８名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【スポーツ振興くじ助成事業】
【申し込み】各コースとも、４月５日（金）に中央公民館へ申し込みください。
　　　　　　※複数名での申し込みは、ご家族に限らせていただきます。

明日香村中央公民館　☎５４－３６３６（平日９時～１７時）

こんにちは「楽
たの

スポ あすか」からのお知らせです！

募　集
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「飛鳥・藤原」を世界遺産に！

令和６年度　納期限

軽自動車税

４月３０日（火）

村民の声を村政に!!
　議会懇談は毎月第３火曜日
に行っていますので、お気軽
にご来庁ください。

問い合わせ 役場議会事務局

電話　54ｰ2107

村 の 人 口

明日香村では、関係団体等のご協力により各種相談窓口を設置しています。
お気軽にご相談ください。

この広報紙は再生紙を使用しております。

４月の相談日

内容 日（曜日）・時間 場所 相談内容 相談員 問い合わせ

人権相談
第２木曜日
１３時～１５時

中央公民館
いじめ、体罰、差別や嫌がら
せなどによる人権侵害につい
ての相談

人権擁護
委員

住民課
☎５４−２２８２

行政相談
第３木曜日
１３時～１５時

中央公民館

年金、登記、窓口サービスな
ど国や県、村の行政に対する
意見や提案などを随時お受け
します。

行政相談
委員

総務財政課
☎５４−２００１

消費生活
相談

毎週火曜日
（祝日を除く。）
１３時～１６時

明日香村役場
１階相談室

納得できない商品、不本意な
契約、訪問販売や電話勧誘な
ど消費生活に関する相談を専
門の相談員がお受けします。

消費生活
相談員

住民課
☎５４−２２８２

心配ごと
相談

第３水曜日
１３時～１５時

健康づくり課
窓口

職業、健康、教育、結婚など
人にはいえない心配ごとや悩
み事の相談
※�前日までに要予約

保健師　等
健康づくり課
☎５４−５５５０

ひきこもり
相談

（出張相談会）

①１０日（水）
②１２日（金）
③２６日（金）
１０時～１６時

①奈良県
　橿原総合庁舎
②③かしはら
　　ナビプラザ

ひきこもりでお悩みの方やご
家族からの相談（最長５０分）
※要予約

臨床心理士
等

奈良県
ひきこもり相談窓口
☎０７４２−
　２７−８１３０

教育相談

毎週火曜日
（祝日を除く。）
１０時～
１７時１５分

明日香村役場
１階ミーティング
ルーム１

子育てや家族のことについて、
またお子さんのことについて
子どもを育てていく上での悩
みや不安などを相談
※�相談日前日までに要予約

臨床心理士
教育課

☎５４−３６３７

法律相談

第２・３・５
水曜日

１３時～１６時

橿原市観光交流
センター４階
（大和八木駅前）

金銭関係（交通事故等）、不動
産関係（登記等）、家庭関係（遺
産相続等）などの相談
※２週間前に事前予約必要

弁護士

中南和
法律相談センター
（奈良弁護士会）
☎０７４２−
　２２−２０３５

第１・３・５
火曜日

１３時～１６時

桜井市役所
１階

広
報　
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合　計
5,134人（−16）
世帯数

2,185世帯（−3）

男
2,479人（−12）

女
2,655人（−15）

令和6年3月1日現在　（　）は前月比
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